
　
43
号
「
私
ら
し
く
、
生
き
て
ま
す
か
？
」

に
つ
い
て
「
14
歳
の
回
答
が
、
興
味
深
か
っ

た
。
考
え
て
い
る
こ
と
が
し
っ
か
り
し
て

い
て
頼
も
し
い
」
「
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
読

み
足
り
な
い
の
で
ペ
ー
ジ
数
が
も
う
少
し

あ
っ
て
も
い
い
」
な
ど
意
見
が
で
た
。
　

　
44
号
「
大
人
と
子
ど
も
」
に
つ
い
て

「
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
に
、
大
人
が

し
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
何
か
考
え
て
み

た
い
」
と
い
う
編
集
長
の
問
い
か
け
か
ら
、

「
大
人
は
子
ど
も
の
先
を
歩
か
な
い
。
子

ど
も
の
人
格
を
認
め
る
存
在
に
」
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
60
代
女
性
）  

「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
、
お
帰
り
な
さ
い

を
言
う
た
め
に
、
今
は
時
間
を
や
り
く
り

し
て
い
る
」
　
　
　
　
　
（
30
代
女
性
）

「
子
ど
も
を
一
人
の
人
間
と
し
て
対
等
に

扱
う
。
大
人
と
の
違
い
は
、

経
済
力
や
責
任
能
力
な
ど
だ

が
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の

個
性
を
伸
ば
し
て
成
長
さ
せ

る
こ
と
が
先
達
者
と
し
て
の

大
人
の
役
目
。
教
え
る
、
叱

る
、
ほ
め
る
こ
と
も
重
要
だ
」

　
　
　
　
　
（
60
代
女
性
）

「
子
育
て
し
て
い
る
親
の
中

に
は
、
視
野
が
狭
く
な
っ
て

い
る
人
も
い
る
。
ゆ
と
り
の

あ
る
生
活
が
必
要
で
は
な
い

か
」
　
　
　
（
60
代
女
性
）

「
も
う
一
度
子
ど
も
時
代
を

体
験
し
な
が
ら
育
て
て
い
る
。

子
ど
も
の
能
力
を
発
見
し
ア
ド
バ
イ
ス
が

で
き
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
い
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
30
代
女
性
）

「
大
人
は
、
世
間
体
や
規
格
に
は
め
た
子

育
て
を
し
て
い
る
の
で
は
？
」
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
40
代
女
性
）

「
近
所
の
顔
見
知
り
の
子
に
声
を
か
け
て

い
る
」
　
　
　
　
　
　
　
（
60
代
女
性
）

「
子
育
て
は
、
牧
場
と
い
う
感
じ
が
す
る
。

柵
は
家
庭
・
学
校
・
地
域
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
。
柵
の
中
で
は
自
由
に
さ
せ
、
子
ど
も

の
心
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
だ
」
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
70
代
男
性
）

「
子
ど
も
に
は
、
戦
争
を
語
り
継
が
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」
　
　
　
（
60
代
女
性
）

「
私
が
小
学
１
年
生
の
と
き
は
、
作
法
の

時
間
が
あ
っ
て
、
始
め
に
『
あ
い
さ
つ
』

か
ら
始
ま
っ
た
。
親
を
敬
い
、
学
校
へ
行

く
の
で
は
な
く
学
校
に
行
か
せ
て
い
た
だ

く
、
と
習
っ
た
」
　
　
　
（
60
代
女
性
）

「
大
人
が
自
分
の
好
み
で
子
ど
も
を
育
て

て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
60
代
女
性
）

「
核
家
族
・
少
子
化
で
、
大
家
族
か
ら
学

ぶ
こ
と
や
兄
弟
姉
妹
関
係
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
」
　
　
（
50
代
女
性
）

　
約
２
時
間
の
活
発
な
意
見
交

換
に
よ
っ
て
、
44
号
の
重
要
な

コ
ン
セ
プ
ト
が
提
示
さ
れ
た
。

　
　
（
構
成
　
浅
加
　
則
子
）

　
　
　
　
　
　
　

■　成蹊大学の女性学講義テキストに『まなこ』登場！
　竹内敬子文学部教授（210名履修）の講義で、身近な
ジェンダーバイアス（表面化しない性差別や、性別をめ
ぐる不平等）を考えるテキストとして『まなこ』42号が
使われた。読後の感想は「冠婚葬祭の中にまでジェンダーは
あらわれてしまうものなのだ」「女性だけでなく男性の
意見も聞きたかった」「別姓で子どもが大変な思いをす
るくらいなら夫婦別姓の意味はない」「お墓は自分の意
思で入る所を決めたい。結婚したら女は男の家のもの、
という風習はやめてほしい」「実際に差別がなくなるの
は、私たちの世代が社会に出てから」「いくら法律が男
女平等をうたっていても、男が女より優位に立っている
という古い考えを打ち捨てる各人の意識改革が必要だ」
など、学生達が『まなこ』を読み、そこから日常生活の
中のジェンダーを感じてとってもらえたようだ。

■　12月15日はトーク＆シネマに出かけてみませんか？
　女性の自立をテーマに『夢は時をこえて～津田梅子が
紡いだ絆』の上映と、その映画監督による講演が女性
フォーラムむさしのトーク＆シネマの企画で実現する。
　1984年の冬、津田塾大学の屋根裏部屋から、津田梅子が
アメリカに住むランマン夫妻に送った、数百通の手紙が
発見された。藤原智子監督は、なぜ時をこえて梅子の手
紙が日本にあったのかを、謎解きする。
　官費留学生の梅子は、18歳で日本への憧れを胸に帰国
するが、女性の地位の低さや、無責任な官僚組織を目の
当たりに、失望、落胆する。再びアメリカのブリンマー大
学に留学後、1900年に日本初の、私学女子高等学校教育機
関、現・津田塾大学を創設した。独身で子どものいない梅
子だが、ここから巣立った娘達は、今も梅子の夢を紡ぎ、
各方面で活躍している。詳細は、トピックス面参照。

　
☆ 

「
幾
つ
に
な
っ
て
も
子
ど
も
は
、
子
ど
も
だ
か

　
　
ら
…
」
と
両
親
に
言
わ
れ
た
。
自
分
を
振
り
返
る

　
　
余
裕
が
で
き
た
今
、
我
が
子
は
巣
立
ち
の
時
期
を

　
　
迎
え
た
。
親
離
れ
子
離
れ
上
手
に
で
き
た
ら
子
育

　
　
て
一
段
落
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
　
（
浅
加
則
子
）

　
☆
　
た
だ
今
編
集
見
習
い
中
で
す
。
「
児
童
の
権
利

　
　
に
関
す
る
条
約
」
第
６
条
に
切
な
い
思
い
が
し
た

　
　
の
は
、
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
　
　
（
加
藤
和
子
）

　
☆
　
原
稿
書
き
に
追
わ
れ
る
な
か
帰
省
、
高
校
の
同

　
　
級
会
に
出
席
し
た
。
先
生
や
友
の
顔
も
一
様
に
時

　
　
の
荒
波
を
受
け
て
そ
れ
な
り
に
…
。
あ
の
こ
ろ
は

　
　
早
く
大
人
に
な
り
た
か
っ
た
の
に
、
今
で
は
ど
ん

　
　
な
思
い
出
も
懐
か
し
い
。
　
　
　
　
（
倉
内
弘
子
）

　
☆
　
子
育
て
を
し
て
い
る
と
自
分
の
育
て
ら
れ
方
を

　
　
思
い
出
す
。
取
材
を
通
し
て
『
子
ど
も
の
虐
待
』

　
　
に
は
、
世
代
間
連
鎖
が
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い

　
　
る
と
聞
い
た
。
子
育
て
は
そ
の
次
の
世
代
の
子
育

　
　
て
に
も
影
響
す
る
。
　
　
　
　
　
　
（
作
部
径
子
）

　
☆
　
悲
惨
な
子
ど
も
の
ニ
ュ
ー
ス
が
続
出
し
て
い
る
。

　
　
編
集
の
内
容
は
重
す
ぎ
ず
、
暗
す
ぎ
ず
と
思
い
つ

　
　
つ
沈
み
が
ち
。
で
も
「
声
を
か
け
よ
う
、
見
守
ろ

　
　
う
」
と
自
然
体
で
行
動
す
る
多
く
の
人
に
会
え
た

　
　
の
は
救
い
だ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
（
浜
　
俊
子
）

　
☆
　
メ
ッ
ツ
の
新
庄
選
手
が
難
病
の
子
ど
も
達
を
訪

　
　
ね
て
「
僕
の
方
が
励
ま
さ
れ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

　
　
不
幸
な
事
件
が
続
い
た
が
、
た
く
さ
ん
の
人
が
子

　
　
ど
も
達
の
た
め
に
努
力
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、

　
　
私
も
い
っ
ぱ
い
元
気
を
も
ら
っ
た
。
（
森
　
治
美
）

　
☆
　
13
年
度
の
後
半
に
備
え
編
集
体
制
を
強
化
。
次

　
　
号
で
は
メ
デ
ィ
ア
の
中
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
見
直
し

　
　
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
　
　
　
（
向
井
一
江
）

　

　子どもにとってこの扉は家族次第でお城
のような鉄壁の守りにもなれば、檻の鉄格
子にもなる。いつも明るく「いってらっし
ゃい！」と言ってあげたいですよね。

編
集
後
記

編
集
後
記



ド

ラ

ッ

グ

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
中
。

詳
し
く
は
児
童
女
性
課
女
性
計
画
係
ま
で
。

しない

相談しなかった相談しなかった 相談しなかった

『
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
』

国
連
総
会
で
平
成
元
年
採
択
。
日
本
は
平
成
６
年
３
月
に

批
准
（
国
と
し
て
同
意
す
る
）
し
、
５
月
に
公
布
。
内
容

は
54
条
か
ら
な
り
、
子
ど
も
の
す
べ
て
の
活
動
に
子
ど
も

が
最
善
の
利
益
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
基
準
で
つ
く
ら
れ

て
い
る
。
子
ど
も
の
権
利
を
明
文
化
し
、
権
利
を
行
使
す

る
の
は
子
ど
も
自
身
で
、
国
に
対
し
て
は
そ
の
保
障
を
義

務
付
け
た
。
以
下
、
抜
粋
。

児
童
の
定
義
（
第
１
条
）

　
児
童
と
は
18
歳
未
満
の
す
べ
て
の
者
。

生
命
に
対
す
る
固
有
の
権
利
（
第
６
条
）

　
子
ど
も
が
自
分
自
身
の
た
め
に
、
た
っ
た
一
度
の
人
生

　
を
生
き
る
権
利
。

意
見
を
表
明
す
る
権
利
（
第
12
条
）

表
現
の
自
由
（
第
13
条
）

　
子
ど
も
が
自
分
の
意
見
を
素
直
に
伝
え
ら
れ
る
権
利
。

監
護
を
受
け
て
い
る
間
に
お
け
る
虐
待
か
ら
の
保
護
（
第

19
条
）

　
子
ど
も
が
精
神
的
・
肉
体
的
・
性
的
虐
待
、
育
児
放
棄
、

　
い
じ
め
、
薬
物
乱
用
、
売
買
春
な
ど
か
ら
、
保
護
を
受

　
け
る
権
利
。

教
育
に
つ
い
て
の
権
利
（
第
28
条
）

　
子
ど
も
が
初
等
教
育
を
、
無
償
で
受
け
る
権
利
（
国
へ

　
の
義
務
化
）
。
そ
の
目
的
は
人
格
、
才
能
、
精
神
的
・

　
肉
体
的
な
能
力
を
、
最
大
限
度
ま
で
発
達
さ
せ
る
こ
と
。

参
考
「
青
少
年
育
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
東
京
都
青
少
年
協
会

「
子
ど
も
の
権
利
保
障
に
つ
い
て
」
東
京
都
生
活
文
化
局

『
心
の
東
京
革
命
』

東
京
都
は
平
成
11
年
11
月
、
大
人
が
責
任
を
持
っ
て
子
ど

も
に
対
し
正
義
感
、
倫
理
観
、
思
い
や
り
の
心
を
育
み
、

人
が
生
き
て
い
く
上
で
当
然
の
心
得
を
伝
え
て
い
こ
う
と

提
唱
。
心
の
東
京
ル
ー
ル
と
し
て
呼
び
か
け
て
い
る
。

１ 

毎
日
き
ち
ん
と
あ
い
さ
つ
さ
せ
よ
う
。

２ 

他
人
の
子
ど
も
で
も
叱
ろ
う
。

３ 

子
ど
も
に
手
伝
い
を
さ
せ
よ
う
。

４ 

ね
だ
る
子
ど
も
に
が
ま
ん
を
さ
せ
よ
う
。

５ 

先
人
や
目
上
の
人
を
敬
う
心
を
育
て
よ
う
。

６ 

体
験
の
中
で
子
ど
も
を
鍛
え
よ
う
。

７ 

子
ど
も
に
そ
の
日
の
こ
と
を
話
さ
せ
よ
う
。

参
考
「
心
の
東
京
革
命
行
動
プ
ラ
ン
」
東
京
都

『
子
育
て
プ
ラ
ン
武
蔵
野
』

武
蔵
野
市
が
平
成
12
年
12
月
策
定
。
内
容
は
子
ど
も
施
策

に
対
し
独
自
の
地
域
性
を
生
か
し
た
行
動
（
事
業
）
計
画

で
、
具
体
的
な
目
標
や
達
成
期
日
な
ど
を
明
記
。

1 

子
ど
も
自
身
の
ニ
ー
ズ
を
大
切
に
す
る
。

2 

家
族
の
絆
を
深
め
る
。

3 

地
域
で
育
て
る
。

4 

自
然
の
教
育
力
を
生
か
す
。

5 

男
女
と
も
に
子
育
て
に
参
加
す
る
。

と
い
う
基
本
理
念
を
掲
げ
て
い
る
。
具
体
例
と
し
て
は
、

覚
醒
剤
防
止
目
的
の
16
　
映
画
「
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｇ
」
無
料
貸
出
。

生
涯
学
習
課
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
２
２（
６
０
）１
９
０
２

子
育
て
支
援
情
報
誌
「
す
く
す
く
」
窓
口
無
料
配
布
。

児
童
女
性
課
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
２
２（
６
０
）１
８
５
１

参
考
「
武
蔵
野
市
地
域
児
童
育
成
実
施
計
画
」
武
蔵
野
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
構
成
　
浅
加
　
則
子
）

★ やっていいことと、悪いことの判断ができるか、否か。
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男24歳　中野区
☆ 大人になったと感じたのは夫と所帯を持ったとき。それま
　 では親まかせで自立していなかった。女35歳　吉祥寺東町
★ 冠婚葬祭の礼をわきまえ、社会規範を尊重し、自分の考え
　 を説明できて、相手の立場も理解するのが大人。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男54歳　市内在勤
★ 本質的に違いはない。経済的・社会的に自立していない未
　 熟な人間を便宜上、子どもとして分けているだけ。20歳く
　 らいまでに自立を…程度のこと。　　　　　男55歳　緑町
☆ 最近は40歳でも自立せず、親にオンブ・ダッコの人もいる
　 し、16歳くらいで親になる子どももいて、大人、子どもの
　 区別は難しい！　　　　　　　　　　　　女69歳　境南町

◆ 30歳から大人。歳をとるのがイヤだと思うのは30歳くらい
　からだから。　　  　　　　　　　　　　　　女子9歳　境
◆ 大人はたばこやお酒を飲んだり吸ったりしていいけど、子
　 どもはだめ。　　　　　　　　　　　　　女子10歳　緑町
◆ 大人は、たくさんのことを学んでいる。子どもはまだたく
　 さん学ぶことがあると思う。　　　女子15歳　吉祥寺北町
◆ 子どもは親の世話になって親の言うことを聞く。何でも自
　 分で考えて、働いて、生活していけるのが大人。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　女子15歳　吉祥寺北町
◆ 自己の責任を負える人、同時に責任を負うことの重みをわ 
　 かっているのが大人。社会的に成人とみなす場合、自己以
　 外に社会に対して背負えるゆとりをもっていることが必要  
　 である。　　　　　　　　　　　　　　女子19歳　八幡町

★ 家族で食事が楽しめる仕事の割りふり。　男33歳　島根県
☆ 小さいころから人はみんな同じであること、その上で男女
　 に違いのあること、パートナーシップの大切さを、家庭と
　 教育の両方から伝えていく。　　　　　　　　女37歳　境
☆ テレビ・ゲーム・マンガ本で「死ね、消えろ」などのセリ
　 フに身がすくむ。制作側の配慮を。　女44歳　吉祥寺北町
☆ 未成年だから許される法律より、どれだけ悪いことをした
　 のかを重要視することも必要では？　　　女65歳　境南町
★ 子どもについての責任は親にある。　男74歳　吉祥寺北町

◆ 地域社会がもっと活発になるべきだと思う。
　 成人するまでの長い期間を学校だけに費やすより、地域で
　 さまざまな年代や職種の人達とのコミュニケーションによ
　 って得られるものが、貴重だから。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女子19歳　八幡町

◆ いっぱい話をすればいいと思う。　     　　　女子9歳　境
◆ 相手のことを考える。　　　　　　女子12歳　吉祥寺北町
◆ 注意をするときなど、知らない子どもだからと、冷たい視
　 線や、むやみに怒ったりせずにやさしく接して。　　　　
　　　　　　　 　　　　　　　　　　女子15歳　吉祥寺北町
◆ 子どもより多く生きているからといって、えらそうなふる
　 まいはしないで。子どもよりも劣っていることがあること
　 を自覚して！　　　　　　　　　　　　女子16歳　八幡町

◆ なぜ大人は、「はい」って言わせたいの？　女子９歳　境
◆ 他人をデブとか、ガリとか、チビとか、デカとかで、さべ
　 つする人がいるから、しない方がいい。　女子10歳　緑町
◆ 私達は子どもだけど、ちゃんと大人と同じように、私達の
　 考えていることや、思っていることや、気持ちを、聞いて
　 ください。　　　　　　　　　　　女子12歳　吉祥寺北町
◆ 男女ともに認め合って、ある一定のイメージではない「女
　 らしさ」「男らしさ」が失われないような、やさしさと思
　 いやりのある社会になってほしい！　　　女子15歳　緑町
◆ この国の行く先をどうするのか、どういう方向性をもって
　 地域や子ども達を育てていくのかを、まず大人が話し合い、
　 考えることが、一番必要なことだ。　　女子19歳　八幡町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

★ ドラえもんのカミナリさんみたいに、他人の子どもでも悪
　 いことをしたら叱れる人がいれば良い。　男24歳　中野区
☆ 常識がとおらなくなっている。不気味な今の社会を考える
　 とき、子どもに「わが身を守る術」を教えることが何より
　 も重要。　　　　　　　　　　　　　　　　　女42歳　境
☆ 周りにいる子ども達に声かけをしていく、子どもの人格を
　 認める。　　　　　　　　　　　　　女45歳　吉祥寺北町
★ 地域で「子どもは預かりもの」という意識、子どもを共通
　 の財産とする視点が必要だ。　　　　　　　男55歳　緑町
☆ 命にかかわる大きなことだけしっかり押さえて、細かいこ
　 とには口も手も出さない。　　　　　女71歳　吉祥寺東町

☆ 子どもだからと何でも許されるとは思わないで！自分で責
　 任をとらなくてはいけない。　　　　女24歳　吉祥寺北町
★ 子どもの特権を最大限利用して、短い子ども生活を楽しん
　 でください。　　　　　　　　　　　　　男24歳　中野区
☆ 父も母も絶対にあなた達の味方です。　　女33歳　西久保
☆ まずあいさつができるように。勉強より大事なのは、他人
　 とうまくやっていく能力を磨くことかな。　　女42歳　境
★ 本を読め、絵を観ろ、音楽を聴け、スポーツをしろ、遊べ、
　 泣け、笑え、話をしろ、旅に出ろ…、そこから夢中になれ
　 るものを見つけてほしい！　　　　　　　　男55歳　緑町
☆ 日本人の誇りと自信を持ち、堂々と世界の人達と付き合っ
　 て。　　　　　　　　　　　　　　　女71歳　吉祥寺東町

◆ いつでも大人の人に助けてもらいたい。あとやさしくして
　 ほしい。　　　　　　　　　　　　　　　女子10歳　緑町
◆ 「あーしなさい、こーしなさい」っておしつけないで。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 女子12歳　吉祥寺北町
◆ 大人は子どものお手本になるように、しっかりマナーを守
　 って。　　　　　　　　　　　　　　　　女子15歳　緑町
◆ 歩道と車道がいっしょになっているせまい道では、車をゆ
　 っくり走らせたり、自転車はベルを鳴らしたり、もっと子
　 どもを気づかって。　　　　　　　女子15歳　吉祥寺北町
◆ 公園を増やす、交通量の多い細い道路を改善する、公共施
　 設の整備と文化・芸術面で活用すること。 女子19歳　八幡町

☆ 母親にすべての責任を負わせるような風潮を改める。　　
　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　女33歳　西久保
★ 子どもが他人と、もっと意志の交流ができるよう、大人の
　 方からも心配りをしたい。　　　　　　　　男55歳　緑町
☆ 他人の子どもでも注意する！　　　　　　　女59歳　中町
★ 親が子育てに自信や信念を持って。　男61歳　吉祥寺北町
☆ 子どもの前で夫婦が口論をしない。互いに尊重し合う姿が 
　 子どもに良い影響をもたらす。　　　　　女62歳　西久保

★相談しても無駄という感覚があった。
★恥ずかしさ・プライドの問題か？　
★子どもなりに解決していた。

☆自分で考えるべきだと思った。
☆わかってくれる人がいなかった。
☆自分で解決するようにしつけられていた。

◆自分で考えた方が、納得がいく。
◆他人の迷惑になりたくない。
◆自分自身で考えられなくなるから。

・第1土



最高気温38度の、うだるような暑い日。70年代のアメリカを思わ
せる落ち着いた店内で。

あ
や
こ

く
つ
な

＊＊

＊

・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・

楽
し
い
食
卓
は
、
歯
の
健
康
に
も
大
切
で
す

　
　
　
　
レ
ポ
ー
タ
ー
　
梶
井
美
香  

61
歳
／
西
久
保

　
30
年
あ
ま
り
小
児
専
門

の
歯
科
医
を
し
て
い
ま
す
。

　
開
業
し
た
こ
ろ
は
、
親

も
歯
の
健
康
に
対
す
る
意

識
が
低
く
て
虫
歯
の
患
者

が
多
く
、
治
療
だ
け
で
手

一
杯
の
状
態
で
し
た
。
今
は
予
防
教
育
が
徹
底
し
、
非

常
に
よ
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
食
生
活
が
多
様
化
し
、
外
食
、
中
食

（
で
き
合
い
を
買
っ
て
家
で
食
べ
る
）
の
健
康
へ
の
影

響
は
無
視
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
塩
分
や
油
が
多

く
、
野
菜
が
不
足
し
が
ち
な
外
食
は
、
そ
の
前
後
に
、

か
た
よ
っ
た
栄
養
を
補
う
食
事
を
工
夫
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
で
き
合
い
の
総
菜
も
一
手
間
か
け
て
と
、
親

に
話
し
て
い
ま
す
。

　
食
物
を
粗
末
に
せ
ぬ
よ
う
、
子
ど
も
と
一
緒
に
買
い

物
に
行
き
、
食
物
が
食
卓
に
届
く
ま
で
を
話
し
て
聞
か

せ
、
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
く
食
事
す
る
体
験
を
増
や
し

て
ほ
し
い
。
命
の
源
で
あ
る
、
食
べ
る
こ
と
を
大
切
に

す
れ
ば
、
自
分
の
健
康
を
き
ち
ん
と
考
え
る
子
ど
も
に

育
つ
は
ず
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
経
験
を
生
か
し
て
、
子
ど
も
や
子
育

て
中
の
親
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
ど
も
の
ケ
ー
ス

　
　
　
　
レ
ポ
ー
タ
ー
　
水
上
絋
子
　
60
歳
／
八
幡
町

　
夫
の
仕
事
で
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
と
ロ
ン
ド
ン
に
10

余
年
暮
ら
し
ま
し
た
。
長

男
が
２
歳
半
、
次
男
は
１

歳
の
と
き
で
す
。
　

　
夫
の
方
針
で
、
現
地
に

な
じ
む
こ
と
に
重
点
を
お
き
、
日
本
人
の
い
な
い
郊
外

の
町
に
住
み
ま
し
た
。

　
と
り
あ
え
ず
長
男
は
週
２
日
、
環
境
や
言
葉
に
慣
れ

る
ま
で
幼
稚
園
に
通
わ
せ
ま
し
た
が
、
２
週
間
ぐ
ら
い

は
帰
る
と
す
ぐ
眠
り
こ
け
て
い
ま
し
た
。

　
夫
の
次
の
赴
任
地
が
ド
イ
ツ
に
な
り
、
中
学
２
年
と

１
年
の
息
子
を
連
れ
、
３
人
で
帰
国
し
ま
し
た
。

　
夫
婦
で
考
え
『
帰
国
子
女
の
い
な
い
学
校
』
に
と
私

の
里
、
栃
木
で
暮
ら
し
ま
し
た
。
特
別
扱
い
さ
れ
た
く

な
い
気
持
ち
か
ら
で
す
。
初
め
の
う
ち
は
テ
ス
ト
の
答

案
を
英
語
で
書
い
た
り
し
て
、
０
点
と
い
う
結
果
が
再

三
あ
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
の
意
志
で
、
家
庭
教
師
も

塾
に
も
お
世
話
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
言
葉
や
文
字
で
は
表
現
し
き
れ
な
い
思
い
も
あ
り
ま

し
た
が
、
無
事
に
子
育
て
の
一
大
事
業
は
終
了
し
ま
し

た
。
ど
ん
な
と
き
も
親
は
子
に
と
っ
て
良
き
パ
ー
ト
ナ

ー
、
良
き
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。

お
と
う
さ
ん
の
お
話
で
、
夢
の
世
界
へ

　
　
　
　
　
レ
ポ
ー
タ
ー
　
藤
井
美
里
　
30
代
／
緑
町

　
３
歳
と
７
歳
の
息
子
達

に
振
り
回
さ
れ
、
な
か
な

か
、
気
の
休
ま
る
暇
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
私
が
今
、
心
か

ら
く
つ
ろ
げ
る
の
は
、
夫

が
子
ど
も
達
の
枕
元
で
、
本
を
読
ん
で
聞
か
せ
て
く
れ

る
お
や
す
み
の
前
の
ひ
と
と
き
で
す
。

　
夫
は
、
い
つ
も
「
家
に
帰
る
と
ホ
ッ
と
す
る
」
と
言

っ
て
く
れ
ま
す
。
息
子
達
も
、
パ
ジ
ャ
マ
に
着
替
え
、

歯
を
磨
い
て
ふ
と
ん
の
上
で
お
待
ち
か
ね
で
す
。

　
長
男
の
お
気
に
入
り
は
、
『
ル
ド
ル
フ
と
イ
ッ
パ
イ

ア
ッ
テ
ナ
』
や
『
孫
悟
空
』
な
ど
。
「
も
う
眠
っ
た
の

か
な
」
と
顔
を
の
ぞ
き
込
む
と
、
目
を
つ
む
っ
て
じ
っ

と
聞
き
入
っ
て
い
る
こ
と
も
…
。

　
次
男
は
、
電
車
や
汽
車
の
本
に
夢
中
で
す
。

　
私
の
好
き
な
物
語
は
、
新
美
南
吉
や
宮
沢
賢
治
の
童

話
。
い
つ
の
間
に
か
、
家
事
の
手
を
休
め
、
夫
の
語
る

物
語
に
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
８
時
半
に
な
っ
た
ら
、
テ
レ
ビ
を
消
し
て
…
そ
ん
な

穏
や
か
な
夜
が
い
つ
ま
で
続
く
か
な
と
、
ふ
っ
と
思
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

肝試しも、ドミノ倒しも楽しかった。
でも寝るときは暑かった！

ジ
ャ
ズ
・
オ
ヤ
ジ
に
、
子
ど
も
達
の
手
拍
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
瀬
　
和
正
　
40
歳
　
亜
希
　
15
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
祥
寺
南
町
在
住

　
目
が
そ
っ
く
り
の
父
娘
に
南
町
コ
ミ
セ

ン
の
防
音
室
で
お
会
い
し
た
。
父
親
の
和

正
さ
ん
は
『
武
蔵
野
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
（
Ｍ
Ｊ
Ｏ
）
』
の
メ
ン
バ
ー
で
ア
ル
ト

サ
ッ
ク
ス
担
当
、
結
成
し
て
約
１
年
。

　
亜
希
さ
ん
は
小
学
校
の
と
き
か
ら
吹
奏

楽
団
に
在
籍
し
、
そ
の
卒
業
生
が
つ
く
っ

て
い
る
『
武
蔵
野
ジ
ュ
ニ
ア
　
ウ
イ
ン
ド

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
（
Ｍ
Ｊ
Ｗ
Ｅ
）
』
で
ベ
ー
ス
を
弾
い
て
い
る
。

　
こ
の
子
ど
も
達
の
演
奏
を
聴
い
て
い
た
お
父
さ
ん
達
が
「
あ
ん
な
か

っ
こ
い
い
こ
と
、
我
々
も
や
っ
て
み
よ
う
よ
！
」
と
一
念
発
起
し
た
の

が
Ｍ
Ｊ
Ｏ
だ
。

　
た
だ
譜
面
の
読
め
な
い
父
親
も
多
く
、
各
家
庭
で
は
、
父
子
の
間
に

師
弟
関
係
が
生
ま
れ
た
。

　
「
父
と
練
習
す
る
の
は
面
白
い
」
と
亜
希
さ
ん
。

　
和
正
さ
ん
は
「
Ｍ
Ｊ
Ｗ
Ｅ
の
父
親
を
核
に
し
て
、
他
の
メ
ン
バ
ー
は

保
育
園
や
学
童
、
小
学
校
の
顔
見
知
り
で
学
校
行
事
参
加
の
後
、
飲
み

に
行
く
仲
間
達
で
す
。
み
ん
な
母
親
ほ
ど
で
は
な
く
て
も
、
父
親
も
ず

ー
っ
と
家
の
こ
と
を
子
ど
も
達
と
や
っ
て
き
た
の
で
、
ど
こ
の
家
で
も

自
然
な
会
話
で
教
え
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
」

　
４
月
に
亜
希
さ
ん
達
は
Ｍ
Ｊ
Ｗ
Ｅ
の
定
期
演
奏
会
を
武
蔵
野
公
会
堂

で
行
な
っ
た
。
そ
の
と
き
、
お
ま
け
と
し
て
Ｍ
Ｊ
Ｏ
が
初
舞
台
を
踏
み
、

ス
タ
ン
ド
・
バ
イ
・
ミ
ー
ほ
か
１
曲
を
演
奏
。

　
「
で
き
ば
え
？
期
間
が
短
い
わ
り
に
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
」

合
格
点
を
出
し
た
亜
希
さ
ん
は
「
私
達

は
Ｍ
Ｊ
Ｏ
の
Ｏ
を
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
じ

ゃ
な
く
親
父
と
言
っ
て
る
ん
で
す
」
と

教
え
て
く
れ
た
。

　
『
武
蔵
野
ジ
ャ
ズ
・
オ
ヤ
ジ
』
は
父

と
子
の
、
絆
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
よ
う

だ
。
　
　
　
　
　
（
文
　
浜
　
俊
子
）

＊
Ｍ
Ｊ
Ｏ
　
代
表
　
町
田
　
敏

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
９
０（
２
２
０
９
）１
５
８

５

子
ど
も
の
笑
い
声
、
受
け
止
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
木
　
ま
ゆ
み
　
34
歳 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

吉
祥
寺
南
町
在
住

　
年
子
の
子
ど
も
に
振
り
回
さ
れ
て
一
日
が
終
わ
っ
て
い
く
。
夫
は
仕

事
が
忙
し
い
。
母
子
密
着
の
毎
日
。
森
木
ま
ゆ
み
さ
ん
は
、
な
ん
と
か

こ
の
状
況
を
抜
け
出
し
た
い
と
考
え
た
。

　
そ
ん
な
と
き
近
く
で
見
つ
け
た
集
会
所
は
、
前
に
砂
場
も
あ
り
、
中

に
は
台
所
と
ト
イ
レ
の
水
周
り
が
備
わ
っ
た
建
物
。
幼
児
連
れ
に
声
を

か
け
、
一
緒
に
そ
こ
を
借
り
、
週
２
回
自
由
に
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
始

め
る
。
規
則
も
会
則
も
な
し
。
森
木
さ
ん
の
故
郷
岩
手
の
方
言
で
『
仲

良
く
助
け
合
う
』
と
い
う
意
味
か
ら
『
ゆ
ぃ
ゆ
ぃ
』
と
名
前
を
付
け
る
。

思
い
を
同
じ
く
す
る
親
子
が
次
々
集
ま
っ
て
き
た
。
け
れ
ど
、
暖
か
く

な
り
、
子
ど
も
達
が
砂
場
で
大
声
で
駆
け
回
る
よ
う
に
な
る
と
、
周
囲

に
迷
惑
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
家
で
も
外
で
も
静
か
に
、
ひ
っ
そ
り
。
大
声
を
張
り
上
げ
、
思
い

っ
き
り
遊
ぶ
経
験
も
な
く
育
っ
た
子
ど
も
達
が
、
10
年
20
年
後
に
周
り

に
増
え
る
こ
と
を
考
え
る
と

怖
い
で
す
よ
ね
」
少
し
で
も

理
解
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
つ
つ
、
休
止
状
態
。

　
そ
の
後
、
森
木
さ
ん
は
、

今
年
７
月
に
３
人
目
を
出
産

し
た
。
故
郷
の
親
に
頼
ら
ず
、

夫
と
『
ゆ
ぃ
ゆ
ぃ
』
で
知
り

合
っ
た
仲
間
達
や
、
近
所
に

住
む
友
達
、
大
家
さ
ん
の
助

け
を
借
り
て
育
て
て
い
る
。

　
「
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
行
け
る

距
離
に
、
子
ど
も
と
親
が
楽

し
く
過
ご
せ
る
場
所
が
ほ
し

い
で
す
ね
」

　
も
う
、
次
の
行
動
を
模
索
し
て
い
る
。

　
取
材
中
、
森
木
さ
ん
の
作
っ
た
レ
ー
ズ
ン
入
り
の
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を

ほ
お
ば
る
子
ど
も
達
を
見
な
が
ら
、
こ
の
笑
顔
が
ず
ー
っ
と
見
ら
れ
る

武
蔵
野
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
た
。
　
　
　
（
文
　
倉
内
　
弘
子
）

地
域
の
お
ば
ち
ゃ
ん
と
楽
し
い
ゴ
ミ
の
学
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
本
　
章
子
　
74
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
久
保
在
住

　
―
ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て
勉
強
す
る
の

で
、
校
外
体
験
活
動
に
協
力
し
て
く
だ

さ
い
―

　
『
ク
リ
ー
ン
む
さ
し
の
を
推
進
す
る

会
』
の
副
会
長
坂
本
章
子
さ
ん
の
と
こ

ろ
に
、
市
立
第
五
小
学
校
６
年
生
の
子

ど
も
達
か
ら
、
１
通
の
手
紙
が
届
い
た
。

　
坂
本
さ
ん
は
、
20
年
以
上
の
教
員
生
活
を
経
て
、
市
議
を
４
期
務
め
、

最
近
ま
で
自
宅
を
開
放
し
て
『
み
ち
く
さ
文
庫
』
を
開
い
て
い
た
。
子

ど
も
達
に
と
っ
て
顔
馴
染
み
の
、
地
域
の
お
ば
ち
ゃ
ん
で
あ
る
。

　
早
速
、
自
宅
の
茶
の
間
を
教
室
に
、
ゴ
ミ
の
勉
強
会
を
開
い
た
。
そ

の
後
、
子
ど
も
達
と
実
際
に
ゴ
ミ
袋
を
持
ち
、
五
小
学
区
内
を
歩
く
。

缶
、
ビ
ン
、
吸
い
殻
、
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
、
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
と
５
種
類

に
分
別
し
な
が
ら
、
ど
ん
ど
ん
膨
ら
む
ゴ
ミ
袋
を
背
負
っ
て
、
子
ど
も

達
は
と
て
も
満
足
そ
う
だ
っ
た
。

　
卒
業
を
前
に
、
子
ど
も
達
か
ら
感
想
文
が
届
い
た
。
「
ビ
ン
の
袋
は

重
く
て
疲
れ
た
け
れ
ど
、
『
が
ん
ば
っ
て
る
ね
』
と
声
を
か
け
ら
れ
て

う
れ
し
か
っ
た
」
「
信
号
の
前
の
道
に
煙
草
の
吸
い
殻
が
多
い
の
で
、

大
人
に
注
意
し
た
い
で
す
」
き
れ
い
な
色
の
便
箋
に
書
か
れ
た
手
紙
は
、

坂
本
さ
ん
の
宝
物
に
。

　
こ
の
７
月
、
買
い
物
袋
の
持
参
を
呼
び
か
け
る
マ
イ
バ
ッ
ク
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
と
き
に
は
、
中
学
生
に
な
っ
た
子
ど
も
達
が
積
極
的
に
駆
け

つ
け
、
ス
ー
パ
ー
の
前
で
一
緒
に
チ
ラ
シ
を
配
っ
て
く
れ
た
。

　
「
汗
を
流
し
て
ゴ
ミ
を
拾
っ
た
と
き
の
体
験
が
、
ち
ゃ
ん
と
生
か
さ

れ
て
い
る
の
ね
。
お
友
達
も
、
た
く
さ
ん
連
れ
て
き
て
く
れ
た
の
よ
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
こ
と
は
、
家
族
に
も
き
っ
と
話
し
た
で
し
ょ
う
」

　
ゴ
ミ
問
題
を
き
っ
か
け
に
、
家
庭
で
も
地
域
で
も
子
ど
も
と
大
人
が

も
っ
と
楽
し
く
会
話
で
き
る
よ
う
に
と
、

坂
本
さ
ん
は
願
っ
て
い
る
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
文
　
森
　
治
美
）

＊
ク
リ
ー
ン
む
さ
し
の
を
推
進
す
る
会

　
行
政
に
協
力
し
て
ゴ
ミ
の
減
量
と
リ

　
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
。

　
会
員
は
約
千
名
。

　
連
絡
先
　
市
環
境
部
ご
み
総
合
対
策
室

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
２
２（
６
０
）１
８
４
３

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
発
想
し
だ
い
、

　
　
　
　
　
　
　
夜
の
学
校
ワ
ク
ワ
ク
探
検

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忽
那
　
義
昭
　
53
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
祥
寺
本
町
在
住

　
井
之
頭
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
の
忽
那

義
昭
さ
ん
は
、
吉
祥
寺
に
お
店
を
持
っ
て

忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
。

　
持
病
を
持
つ
妻
に
代
わ
っ
て
学
校
に
顔

を
出
す
回
数
が
多
か
っ
た
の
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
に
と
ま
ど
い
は
な
か
っ
た
。
子
ど
も

の
成
長
、
自
立
の
た
め
に
学
校
と
深
く
か

か
わ
る
姿
勢
を
貫
い
て
き
た
。

　
井
之
頭
小
学
校
で
は
、
毎
年
夏
休
み
に
、
学
校
宿
泊
体
験
「
お
父
さ

ん
と
一
緒
に
学
校
に
泊
ま
ろ
う
」
と
い
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
が
行
わ
れ
る
。

　
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
、
近
く
の
ス
ー
パ
ー
へ
買
い
出
し
、
調
理

は
家
庭
科
室
で
。
す
べ
て
父
親
と
子
ど
も
達
で
こ
な
す
。
暗
く
な
っ
た

学
校
の
廊
下
で
の
肝
試
し
、
ド
ミ
ノ
倒
し
な
ど
遊
び
も
取
り
入
れ
て
あ

る
。
体
育
館
で
、
市
か
ら
借
り
た
災
害
用
毛
布
と
マ
ッ
ト
で
眠
る
。

　
ふ
だ
ん
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
夜
の
学
校
に
一
日
泊
ま
り
、
寝
食
を

共
に
し
、
災
害
避
難
の
状
態
を
体
験
し
よ
う
と
い
う
も
の
。
会
う
機
会

の
少
な
い
父
親
同
士
も
、
楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
図
っ
て
い
る
。

　
今
年
は
『
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
』
の
指
導
の
下
、
危
な

い
と
き
に
大
声
を
出
す
練
習
の
ほ
か
、
安
全
教
育
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
に
長
く
住
ん
だ
経
験
の
あ
る
忽
那
さ
ん
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
が
活
躍
し
、
犯
罪
低
下
に
貢
献

し
て
い
る
の
を
見
て
き
た
。

　
自
分
達
の
住
む
街
は
汚
さ
な
い
、
ゴ
ミ
は
拾
う
。
一
人
ひ
と
り
が
参

加
す
る
こ
と
で
意
識
が
高
ま
っ
て
い
く
。

　
「
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
を
健
全
に
育
て
る
こ
と
が
、
住
み
よ
い
街

の
活
性
に
一
番
」
と
、
信
念
を
持
っ
て
い
る
。
（
文
　
倉
内
　
弘
子
）

　
　
　
　
　
　
　

＊
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス

　
79
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
生
ま
れ
、

　
世
界
中
に
広
ま
っ
た
防
犯
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
。
赤
い
ベ
レ
ー
帽
と
、
お

　
そ
ろ
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
ト
レ
ー
ド

　
マ
ー
ク
。

医者、会社員、記者、教師など、いろんな
人が、いろんな音を出して練習中。 「いつか子ども達を乗り越えたい」

ていねいに書かれた子ども達の手紙、
坂本さんは何度も読み返して。

「子どものときに、でき
るだけ道草をして心の豊
かな大人になってね」



＊

＊

センターの電話は、ほとんど
鳴り止むことがありません。
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しんちゃんに洋服を買うのも楽しみのひとつ。

�

け
い
こ

み
さ
お

◆
子
ど
も
の
虐
待
の
現
状
は
？

　
虐
待
の
数
が
増
加
し
、
セ
ン
タ
ー
へ
の
電
話
相
談

も
相
変
ら
ず
多
い
で
す
。
種
類
も
、
暴
力
を
ふ
る
う

身
体
的
虐
待
か
ら
心
理
的
虐
待
、
ネ
グ
レ
ク
ト
、
性

的
虐
待
と
多
様
で
す
。
ま
た
、
親
の
誤
っ
た
認
識
で
、

し
つ
け
の
つ
も
り
と

い
う
形
を
と
る
こ
と

も
多
く
「
死
ぬ
と
は

思
わ
な
か
っ
た
」
と

い
う
常
套
句
が
、
マ

ス
コ
ミ
に
度
々
と
り

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
こ
れ
は
、
特
殊
な
こ
と
、
で
す
か
？

　
事
件
に
発
展
す
る
虐
待
だ
け
が
す
べ
て
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ど
こ
の
家
庭
で
も
起
こ
り
う
る
問
題
で
、

子
ど
も
へ
の
不
適
切
な
か
か
わ
り
と
言
っ
て
も
い
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
存
在
を
あ
り
の
ま
ま

に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
が
下
地
に
な
っ
た
り
、

親
の
過
剰
な
期
待
や
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
、
見
え
な
い

虐
待
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
　

◆
社
会
的
背
景
は
？

　
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
崩
壊
や
父
親
の

育
児
不
参
加
な
ど
が
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
性
別
役

割
分
業
の
社
会
制
度
も
、
母
親
を
育
児
ノ
イ
ロ
ー
ゼ

に
陥
れ
や
す
い
要
因
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
孤
独

な
育
児
を
強
い
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
私
が
思
う
に
は
、
子
ど
も
を
所
有
物
と
し
て
み
な

す
こ
と
の
多
か
っ
た
日
本
の
風
土
や
慣
習
が
、
暴
力

や
体
罰
を
容
認
し
や
す
い
環
境
を
作
っ
た
よ
う
で
す
。

　
戦
後
、
物
質
的
な
豊
か
さ
の
実
現
に
突
き
進
ん
で

き
た
日
本
に
は
、
子
ど
も
を
育
て
る
精
神
的
な
基
盤

が
、
培
わ
れ
難
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
結

果
、
子
ど
も
の
育
て
方
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
親
を

生
み
出
し
た
面
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

◆
悩
ん
で
い
る
母
親
達
に
、
ど
ん
な
支
援
を
？

　
主
に
電
話
相
談
で
母
親
達
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

相
談
者
の
気
持
ち
を
聴
き
、
葛
藤
を
受
け
止
め
ま
す
。

　
問
題
を
抱
え
た
母
親
達
が
、
仲
間
に
出
会
い
、
虐

待
を
乗
り
越
え
て
い
く
き
っ
か
け
を
作
る
た
め
の
治

療
的
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
母
と
子
の
関
係
を
考
え
る

会
『
Ｍ
Ｃ
Ｇ
（M

other and C
hild G

roup

）
』
を

運
営
し
て
い
ま
す
。
相
談
員
が
、
進
行
役
と
し
て
参

加
し
、
定
期
的
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
電
話
相
談
も
Ｍ
Ｃ
Ｇ
の
活
動
も
す
べ
て
無
料
で
す
。

◆
虐
待
を
、
未
然
に
防
ぐ
に
は
？

　
子
育
て
支
援
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
サ

ポ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
、
母
親
一
人
を
育
児
に
追
い
込

ま
な
い
環
境
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
保
健
所
で
の
乳
児
検
診
時
に
、
虐

待
防
止
を
働
き
か
け
る
事
業
を
保
健
婦
と
一
緒
に
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
母
親
の
育
児
が
辛
い
と
思
う
気
持
ち
は
当
り
前
で

あ
る
こ
と
、
家
族
で
抱
え
込
ま
ず
、
地
域
や
行
政
、

民
間
の
支
援
機
関
を
活
用
し
て
、
可
能
な
限
り
手
助

け
し
て
も
ら
う
よ
う
に
話
し
ま
す
。
そ
の
場
で
心
の

荷
お
ろ
し
の
で
き
る
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合

い
も
体
験
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

◆
そ
の
ほ
か
に
、
ど
ん
な
こ
と
を
？

　
他
機
関
で
受
け
付
け
た
虐
待
の
問
題
を
抱
え
た
家

族
の
援
助
介
入
に
つ
い
て
、
協
力
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
や
説
明
会
等
の
広
報
啓

発
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
取
材
　
作
部
径
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
協
力
　
浜
　
俊
子
）
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た
だ
し
来
所
相
談
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

＊
ネ
グ
レ
ク
ト

　
児
童
虐
待
の
ひ
と
つ
で
、
適
切
な
養
育
を
行
な
わ

　
な
い
場
合
を
い
う
。
泣
い
て
も
無
視
す
る
、
病
気

　
な
の
に
医
師
に
診
せ
な
い
、
の
の
し
る
、
食
事
を

　
与
え
な
い
、
車
中
や
室
内
に
長
時
間
放
っ
て
お
く

　
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
「
き
っ
か
け
は
、
武
蔵
野
警
察
の
婦
警

さ
ん
が
腹
話
術
で
や
っ
た
交
通
安
全
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
し
た
。
子
ど
も
達
の
笑
顔
を

見
て
か
ら
で
す
。
有
名
な
い
っ
こ
く
堂
さ

ん
も
、
婦
警
さ
ん
の
腹
話
術
が
ヒ
ン
ト
に

な
っ
た
そ
う
で
す
ね
」
も
の
静
か
に
語
る

鈴
木
操
さ
ん
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屋
さ
ん
。

話
し
相
手
の
人
形
は
『
し
ん
ち
ゃ
ん
』
と

い
う
男
の
子
。
腹
話
術
研
究
会
に
加
わ
っ

て
５
年
に
な
る
。
会
員
は
３
名
。

　
人
形
の
け
ん
ち
ゃ
ん
、
大
ち
ゃ
ん
と
一

緒
に
、
し
ん
ち
ゃ
ん
も
け
や
き
コ
ミ
セ
ン

で
練
習
し
て
い
る
。

　
と
き
ど
き
サ
ー
ク
ル
や
イ
ベ
ン
ト
で
腹

話
術
を
頼
ま
れ
る
が
、
子
ど
も
達
の
目
が

徐
々
に
輝
き
、
ぱ
ー
っ
と
明
る
く
な
る
様

子
は
お
お
い
に
励
み
に
な
る
。

　
台
本
は
鈴
木
さ
ん
の
創
作
が
多
く
「
山

寺
の
女
お
ば
け
」
「
か
っ
ぱ
の
恩
返
し
」

「
交
通
安
全
」
…
。
た
め
に
な
っ
て
面
白

い
も
の
を
、
漫
才
な
ど
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得

る
そ
う
だ
。

　
「
高
齢
者
施
設
で
は
、
お
孫
さ
ん
の
顔

を
し
ん
ち
ゃ
ん
に
ダ
ブ
ら
せ
、
涙
ぐ
ん
で

『
し
ん
ち
ゃ
ん
を
抱
か
せ
て
』
と
い
う
人

も
い
ま
す
。
今
、
ど
こ
か
す
さ
ん
だ
感
じ

の
す
る
と
き
で
す
か
ら
、
一
服
の
清
涼
剤

に
な
れ
ば
と
思
う
ん
で
す
。
特
に
幼
児
期

は
大
切
に
和
や
か
に
育
て
た
い
で
す
ね
。

し
ん
ち
ゃ
ん
に
一
役
か
っ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
腹
話
術
を
や
る
人
が
も
っ
と
増
え

て
、
子
ど
も
達
を
喜
ば
せ
た
い
ん
で
す
。

依
頼
が
あ
れ
ば
、
し
ん
ち
ゃ
ん
と
、
ど
こ

へ
で
も
行
き
ま
す
よ
」

子
ど
も
達
の
声

　
８
月
31
日
、
０
１
２
３
吉
祥
寺
に
集
う

母
親
達
の
自
主
グ
ル
ー
プ
『
あ
お
く
ん
と

き
い
ろ
ち
ゃ
ん
』
に
招
か
れ
た
し
ん
ち
ゃ

ん
。
け
や
き
コ
ミ
セ
ン
に
は
、
18
人
の
親

子
が
集
合
し
た
。
約
15
分
の
公
演
に
大
歓

声
！

　
「
し
ん
ち
ゃ
ん
、
す
っ
ご
く
か
わ
い
い
。

で
も
う
ち
に
は
弟
が
い
る
か
ら
、
し
ん
ち

ゃ
ん
は
い
ら
な
い
も
ん
」
３
歳
。
「
ケ
ガ

し
て
も
、
ペ
ン
チ
と
ボ
ン
ド
で
治
せ
る

の
？
」
８
歳
。
「
し
ん
ち
ゃ
ん
だ
っ
て
道

路
で
サ
ッ
カ
ー
し
ち
ゃ
、
ダ
メ
な
ん
だ
よ
」

６
歳
。
「
さ
わ
っ
て
い
い
？
」
「
ま
た
き

て
ね
ー
」
「
握
手
し
て
ぇ
」
…
名
残
り
惜

し
そ
う
に
、
見
送
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
取
材
　
浜
　
俊
子
）
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■　今後の女性計画係の講座・講演等の事業予定をお知らせします。

　①名称②日時③(仮)テーマ④講師⑤定員⑥保育有無・定員⑦場所(＊セ

　ンター＝むさしのヒューマン・ネットワークセンター)⑧その他

　①起業・就職講座｢働く自分をつくろう｣②11/10,17(土)14:00～16:00

　③適職とは職業に伴う苦痛に耐えうる力？(起業)／上手な自己ＰＲで

　面接を成功させよう！履歴書ってどう書くの？(就職)④ジャーナリス

　ト：福沢恵子⑤24⑥有10⑦センター会議室⑧市報10月１日掲載、締切

　10月26日。

　①トーク＆シネマ②12/15(土)13:30～17:30③講演：女性の自立をめざ

　して／映画：夢は時をこえて～津田梅子が紡いだ絆④映画監督：藤原

　智子⑤350⑥有10⑦武蔵野公会堂ホール⑧市報11月１日掲載、締切定

　員になり次第。はがき・FAX・電話で受付、受付時に整理番号をお知

　らせ。手話通訳付き。情報エキスプレス参照。

　①ライター入門講座②H14/1/21,28,2/4,18(月)10:00～12:00③記事の文章

　を書く／わかりやすい文章を書く／読まれる文章を書く／自分ならで

　はの文章を書く④日本エディタースクール講師：西村良平⑤24⑥有５

　⑦センター会議室⑧市報12月15日掲載、締切H14年１月４日。

　応募要領：往復ハガキまたは返信用ハガキを持って児童女性課へ。講

　座名称、住所、氏名(ふりがな)、年齢、性別、電話番号、保育希望の

　場合は（2歳以上学齢前まで）子どもの氏名(ふりがな)、生年月日、性

　別を記入。無料。

■　女性行動計画推進市民会議(第5期)が7月に発足しました。同会議は

　女性行動計画の推進と策定、女性関係施策のあり方に関すること等を

　検討するものです。女性8名、男性４名で構成。月1度程度会議を開催

　し平成14年秋に報告書が提出される予定です。

■　平成12年度女性行動計画事業等調査報告書ができました。これは5

　月31日開催の女性関係行政推進会議(市長を議長とし関係７部19課の

　部課長で構成)の資料として作成され、女性行動計画を推進するための

　関係部課の事業、各種委員会の女性割合などをまとめたものです。

■　女性フォーラムむさしの2000報告書ができました。平成12年度トー

　ク＆シネマ、実行委員形式の女性フォーラムをまとめたものです。

※　問い合わせ　〒180‐8777

　　　　　　　　武蔵野市児童女性部児童女性課女性計画係　

　　　　　　　　TEL　0422（60）1852　FAX　0422（51）0714

■　今回のテーマに関する本。

　情報部の福澤雅子さん、小境範子さんが紹介してくれたのは、

■　だれでもできる「パソコン講座」中級編を開催中。３年目を迎えた

　今回は家庭新聞の作成までを指導。毎回、大好評です。

■　センターのホームページは毎月更新。女性団体の紹介や企画案内な

　ど、新鮮な情報を届けます。月毎のテーマで選ぶおすすめの新着図書

　紹介もご利用ください。 http://www.clipcraft.com/m_hncまで。

■　｢子育て中の女性のために｣をキーワードに、データベースを整備。

　こんなこと知ってる、こんな情報がほしいという声をお寄せください。

■　相談交流部では相談室を開設しています。水曜日（午後６時～午後8

　時）土曜日（午前10時30分～午後8時）秘密は厳守します。お気軽に。

※　問い合わせ　TEL・FAX　　0422（37）3410

 　　　　　　　  Ｅ‐メール　　m-hnc@parkcity.ne.jp

　“子どもを愛せない”と悩むお母さん。良い母親でなけれ
ば良い子どもは育たないと自分を責める母親に対し、自分ら
しさのままでいいのですよと、手助けしてくれる本。

　わたしって何？人権って何…？　いじめに悩み、苦しんで
いる子ども達が、自分を見つめ、お互いを信頼し合えるよう
に、討論しながら学べる絵本。総合学習、調べ学習にも最適。

　全８冊で、全ページ挿絵つき。ヨーロッパ女性史のページ
では「魔女狩り」の言葉も。助産婦など働く自立した女性が
魔女と言われ、火あぶりにされた時代があったとは･･･。

　今どきの高校生は、悩み・迷いも多種多様。親も先生もイ
マイチあてにならないなら、必要な情報は自分で探そう。学
校生活、放課後、美容・健康など、役立ちそうな情報が満載。


